ご　　案　　内
各位

　向寒の候、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

今年の残りわずかとなりましたが、12月4日午後、東大福武ホールで「中産階級の発展と中国社会のゆくえ」と題する日本華人教授会議主催第8次年次国際シンポジウムが行われることになりました。

以下のようにご案内し、ぜひご光臨のほど、よろしくお願いもうしあげます。（申し込み方法は文末ご参照）
日本華人教授会議代表　朱建栄

2011年11月16
シンポジウム開催趣旨
改革開放以来の歴代中国指導者は、近代化の目標を「小康社会」や「和諧社会」の建設と定めた。そのエッセンスは「両頭小・中間大」、すなわち「富裕層と貧困層という両端が小さく、中間層が大きい」という「オリーブ型社会」の形成であり、中国版の中産階級の育成である。中国の中産階級がどのように、どこまで成長してきたのか、その将来的展望はどうなるのか、中産階級の成長が中国にとってどのような経済的、社会的、政治的、国際的意味を持ちうるのか、東アジアの経験を踏まえて、専門家の研究成果を中心にこれらの諸問題について探究していく。
期日　2011年12月4日（日曜）13：30～17：30　
場所　東京大学本郷キャンパス　福武ホール（東京都文京区本郷7-3-1　赤門入って左1分）
最寄り駅：○ 都営大江戸線 本郷三丁目駅 徒歩7分
○ 東京メトロ丸ノ内線 本郷三丁目駅 徒歩8分
○ 東京メトロ千代田線 湯島駅 徒歩20分
○ 東京メトロ南北線 東大前駅 徒歩10分
プログラム
開会式（13：30-13：50）　　司会：李春利（愛知大学教授）
　開会挨拶　　　朱建栄（日本華人教授会議代表、東洋学園大学教授）
　来賓挨拶　　　交渉中
第一部　基調講演（13：50―14：30）　　司会：李鋼哲（北陸大学教授）
　　　　　　　宮本雄二（前日本国駐中国大使、日中関係史学会会長）
李春玲（中国社会科学院社会学研究所研究員）
第二部　主題報告（14：30―15：30）　司会：宋立水（明治学院大学教授）
園田茂人（東京大学教授）
季衛東（上海交通大学凯原法学院院長、教授）
　　コメンテーター：厳善平（同志社大学教授）　莫邦富（作家）
休憩（15：30－15：50）
第三部　パネル討論（15：50―16：50）　司会：杜進（拓殖大学教授）
パネリスト：園田茂人、季衛東、厳善平、莫邦富、陳立行（関西学院大学教授）
質疑応答　（16：50－17：20）　
閉会の辞　朱炎（日本華人教授会議事務局長、拓殖大学教授）　（17：20―17：30）
申込先：
　〒104-0045　東京都中央区築地1-12-6 築地えとビルB1
　　　　特定非営利活動法人中日学術交流センター・日本華人教授会議事務局
　　　　担当：水本順子　　　TEL&FAX:03-3545-6272　　電子メール: cjac@bz01.plala.or.jp
参加費無料
シンポジウム後、打ち上げの食事会も準備していますが、ご参加も大歓迎です（参加費1500円）
